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ランガナタンの図書館学の五法則

ランガナタン（１８９２−１９７２）はインドの図書館学の父と呼ばれ、コロン分類法
の創始者として世界的に著名な学者。「図書館学の五法則」（Ｔｈｅ Ｆｉｖｅ Ｌａｗｓ
ｏｆ Ｌｉｂｒａｒｙ Ｓｃｉｅｎｃｅ）は１９２８年に執筆され、１９３２年に発表された。

１．図書は利用するためのものである
Books are for use
（図書館の本の貸し出し、複写など徹底利用）

２．いずれの読者にもすべて、その人の図書を
Every reader, his book
（利用者の制限を極力減らす）

３．いずれの図書にもすべて、その読者を
Every book, its reader
（司書による利用者ニーズにあった図書紹介）

４．図書館利用者の時間を節約せよ
Save the time of the reader
（迅速なサービスやわかりやすい図書閲覧環境）

５．図書館は成長する有機体である
Library is a growing organism

（たゆまぬ新しいサービスと利便性の向上）



「図書館の本質」

資料、情報を求める人々に、早く、確実に、求め
る資料、情報を提供するものである

本 と コンピュータ ・・・
どう情報を得るか

問題となっているのは、様々な情報をどう選択し、
それをどう解釈し、どう生かすかである



調べる・検索する・
サービスを受ける

• Google や Yahoo による検索と

その他のサービス(Amazon など)
社会の大きな変化

デジタル化された雑誌、書籍

アナログ、紙媒体は、必要か？

• 大学図書館のサービスは対抗できるか

過去の資料の蓄積からの脱却？

将来への展望は拓けるか



Google Earth 
page

ググる



Google は 「知」 にあらず （東大 小宮山 前総長）

＊知りたい情報は Google で検索できる・・・知識

＊Google は、知的関心の答えを出さない

＊関連する情報をリンクでまとめることを、

統合化とは言わない

＊知りたい情報を深める作業は、自分でやるしかない

知の構造化という作業

Google は 「知」 にあらず



ネットワーク時代における図書館の意義

Web上の情報と異なり、実の情報（図書）に触れることに

より、「自分にとって本当に必要な情報かどうか」能動的
に行動でき、生きた情報を手にできる

図書館という知的空間において、知の世界がどういう
ものなのか、気づかせてくれる

図書館や博物館では、人間の叡智の積み重ねを
バーチャルでなく、肌身で感じることができる

図書館本来の機能 ＝ 教育研究支援機能

従来型の図書館 電子図書館＜ーー＞



大学図書館のミッション

◎ 学習図書館機能
学生の勉学支援、教育に貢献

学生へのサービス

◎ 研究図書館機能
研究サポート、教員の利便性向上

教員など研究者へのサービス

◎ その他
学外者（卒業生等）へのサービス
情報発信など 具体策？

大学の目標・計画に整合



情報リテラシー
コンピュータリテラシー
図書館リテラシー

図書館オリエンテーション (library orientation)
・図書館の認知、施設やサービスの案内

図書館利用指導 (library instruction)
・図書館の使い方

文献利用指導 (bibliographic instruction)
・文献（資料・情報）の探索法を教育

これからの情報リテラシー教育
「図書館（図書館で利用できる資料・情報）」に関係する事柄に留まらない

インターネットで調べるデータベース・・・図書館でなくてもよい
学内全体で情報リテラシー教育に取り組む体制の構築が必要

大学図書館の教育的機能



京都大学を取り巻く大きな変化
国立大学法人化、予算（運営費交付金）の減少
競争原理の導入

様々な角度からの評価
中期目標・中期計画

今後の少子化の影響考慮（入学定員など）

教育改革の推進
教育に重点を置く方向・・・JABEE ほか

特色ある大学・大学院教育支援プログラム
専門職大学院

情報化（電子化、マルチメディアなど）

国際化 ＊＊図書館利用者の声＊＊



利用者の声

1. 部局の図書館・室機能が貧弱

2. 学内図書館がいろいろな点でサービスが悪い

硬直化した利用条件

3. 他部局の資料が使いにくい

4. 開館（利用できる）時間が短い

5. 余った蔵書を引き取るスペースがない

6. 求める資料の検索がしにくい

7. 情報システムが充実していない

8. 蔵書が不十分

9. 図書系職員の役割が未定義



京都大学における学術情報資源整備の

問題点の整理

• 急速な情報化、組織の変化、利用形態の
変化

• 対応部局の錯綜（図書館、学術情報メディ
アセンター、各研究室）

• 電子ジャーナルと紙媒体

• 法人化に伴う予算配分形態の変化

• 京大独特の外国雑誌調整方法



京都大学図書館の課題

• 電子化

– デジタル・コレクション形成（「電子図書館」）

– 電子ジャーナル／Ｄata base、機関レポジトリ、 e-Book

– 情報システム開発・運営体制（含む：借料の統合）

– 認証システム導入 → 不正利用対策、EJ課金

• 学生サービス

– 学生用図書・雑誌・ＡＶ、閲覧席、e-Book

– 共通教育用図書館

– 授業コンテンツ、コースウエア



京都大学の学術情報インフラ整備の課題

1. 電子ジャーナル

2. データ ベース

3. 目録遡及入力

4. 大型コレクション・高額図書資料等

5. 学生用図書の充実

学術情報基盤 （個別に対応）



まとめとして：

図書館の状況

予算の緊縮化
スペースの狭隘化
電子化やインターネットへの対応遅れ
図書館変革への学生や教職員の無関心

館長の強いリーダーシップと迅速な対応
図書館員との共通認識共有

そのためには、大学図書館として明確な将来
ビジョンの策定が必要

未来へ向けて



全国的連携の強化

1. 国立大学図書館協会（平成16.4～）

・電子ジャーナル・タスクフォース等の活動継続と強化

・職員の採用、育成に係る対応など

2. 地域連携の強化

・国公私立大学の新たな連携協力組織

・大学コンソーシアム京都との積極的連携など



京都大学には、図書館機構
というものがあります

1. 全学責任事業の実施に関する、附属図書館及び部局図
書館・室間における連携及び調整

2. 図書館機能を有しない部局への支援

3. 図書館機能に係る情報技術に関する、情報環境機構と
の調整

全学責任事業と 部局責任事業と を区別して実施

任務

利用者の声に答えよう
図書館サービスの一層の向上に努めよう



京都大学の蔵書
•１８９７年（明治３０年）京都大学創立

•１８９９年京都帝国大学附属図書館創立

•１９０８年附属図書館商議会規程制定

•蔵書集計

１９３４（昭和９）・・・100万冊

１９７１（昭和４６）・・300万冊

１９９１（平成３）・・・500万冊

２００8．４（現在）・・・・・６3０万冊以上

•特徴 基本図書、古典籍、大型コレクション他各種特殊コレクショ
ン、学術雑誌（理工学系外国雑誌センター館＝全国共同利用）、

•電子的情報資源（電子ジャーナル、データベース、貴重資料画像
など所蔵資料の電子化資料）

附属図書館と部局図書館に分散
蔵書数を誇る時代ではなくなる・・・電子化
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米国大学の蔵書量(Source : ARL Statistics 2003)
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米国大学の蔵書量：図書とカレント受入雑誌数
(Source : ARL Statistics 2003)
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学生向けの事業

# 学部生向けの学習図書館：

拠点キャンパス毎に整備
学生図書の充実（学生満足度の向上）

全学拠点図書館方式で重点的に充実

（効 果）

１． 蔵書の計画的整備が可能になる （重複購入を避ける）

２． 学部生の居場所を学内に計画的に整備できる

３． 講義棟、教務関係も隣接させると更に学部生にとって有意義

（「学生・学習センター（仮称）」構想）

4.   運営経費の対費用効果も向上



図書館資料の提供



図書館 情報の提供と探索支援



京都大学MyKULINE



附属図書館館内
施設設備



メディアコモン



利用者と情報源との仲介
質問回答サービス

デジタル・レファレンス へ向けて

課題

・レファレンス質問への回答の質の保証

・利用者の個別性とレファレンス質問への回答

・レファレンス担当者の専門性

図書館のレファレンス・サービス



Digital Reference



遠隔地
研究施設

桂キャンパス

図書館・
各研究室

宇治キャンパス

宇治分館・
各研究室

吉田キャンパス

図書館・室

・24時間利用可能

・京大のどこでも

・京大構成員の誰でも

・デジタルデータ

・高度な検索機能

・関連文献との相互リンク

電子ジャーナルの特徴

各研究室

遠隔地
研究施設

電子ジャーナルの特徴



資料の収集にかかる労力の差

同じ規模の大学の学生なのに

電子ジャーナル5,000タイトル

無いものは文献複写依頼で
他大学から取り寄せる
時間、手間、経費がかかる

電子ジャーナル16,000タイトル

サクサク検索、効率よく
多数の論文をチェックできる



教員も資料の収集にかける時間が・・・

ただでさえ時間が無いのに

人
海
戦
術
？

講義
研究 学会

電
子
戦
術
？

効率的な
資料集めは

どちら？
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電子ジャーナルの安定提供と強化
２４時間いつでもどこでも利用できるEJの利便性、速報性

１．電子ジャーナル主体契約移行：
（基盤強化経費＋部局分担経費の共通化）
提供タイトルの充実・強化

２００６年度から基盤強化経費の措置実現
8,5００タイトル → ２５，５００タイトル達成

２．外国雑誌業務センターの設置
契約業務の整理、一括化、契約情報等の共有

★今後の計画
残る部局独自購入分の共通化対応等
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冊子購入部数は1,200部以上減少しているが、購入額は減っていない

2002-2007年の本学購入状況の危機的変化

2002-200７　外国雑誌　冊子（一括購入）購読状況
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電子ジャーナルタイトル数の推移
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もう一つの重要な電子情報
ＤataＢase 提供状況

• 全学オンライン提供

• 図書館協議会対応：16種（2003年以降）

（総合分野） Web of Science

（人文・社会）LexisNexis Academic

Early English Books Online

Economist Intelligence Unit など

（ＳＴＭ分野） SciFinder Scholar

Biological Abstract

MEDLINE など

http://ddb.libnet.kulib.kyoto-u.ac.jp/gakunaidb.html

http://ddb.libnet.kulib.kyoto-u.ac.jp/gakunaidb.html


京大図書館の情報発信
Free access service for varieties of information at Kyoto University

1) 貴重資料画像

国宝「今昔物語集（鈴鹿本）」や重要文化財37点など

600種以上の貴重書の画像218,000コマを公開

２） 電子化テキスト（部局、事務局等学内刊行物等）の提供

京都大学百年史などの全文を公開

３） 京都大学博士学位論文論題一覧

新制学位（平成13年授与分までの20,049件公開）

旧制学位（9,666件公開）

４） 学内研究成果（部局の研究成果情報へのリンク）

５） 情報配信

・電子ジャーナル

・データーベース ＋ 機関レポジトリー



ディジタル・アーカイヴスの進展
(Digital Archives)

・ ディジタル コンテンツ
テキスト、画像、映像、音楽

・ Meta Data （データに関するデータ）
Dublin Core: タイトル、作成者、作成年、・・・

コンテンツの構造、管理情報、保存の履歴、
利用条件、・・・



機関レポジトリの整備・充
実

● リポジトリとは？ ●

–定義

•機関内で生産されたさまざまな電子的な知的生産物を
収集，蓄積，保存し，機関内外に発信，公開するため，
機関の責任において設置，運営されるインターネット上
の電子書庫・発信拠点

–対象

•商業雑誌掲載論文，紀要論文，学位論文，学会発表
資料，COE研究成果，科学研究費報告書，貴重資料
画像，展示会資料，教材，本学主催シンポジウム記録
など



NIIメタデータ

データベース

全世界の
リポジトリ
とも連携

機関リポジトリ

雑誌掲載論文等研究成果
貴重資料画像

教材，講義資料 等々

NIIメタデータ

データベース

登録

検索
閲覧

学内研究者蓄積・長期保存

発信

学内外研究者，一般ユーザ

科学研究費等の
申請に利用する

メタデータハーベスティング

オープンアクセス

大学における学術情報
発信を支援する

リポジトリ＝電子書庫

JuNii
（検索窓口）

CSI事業

機関レポジトリ



京大OCW案内2008



京大OCW YouTube 2008



学術資料全面電子化の時代へ

• Google Printの発足と停滞

– 図書館資料の電子化と著作権問題

• Open Content Allianceの発足

• アメリカの機関リポジトリの動向

– 自館資料の電子化

– 日本にとってはいつか来た道？

• メタデータ

• 教育利用

• 電子ブックへの展開



将来への模索
検索(Retrieval) から案内(Navigation) へ

・キーワードによる検索、あいまい検索、同義語検索

・ＫＷＩＣ索引

・Citation Index
・全文検索

・各種のポータルサイトの充実

・目的別の情報の整理分類



電子資料を中心とした基盤整備

• 大学図書館の役割は？
– 電子資源管理手法の確立、たとえば

• ライセンシング資料の管理

• 自館電子資料との接合

– 電子資源利用環境の確立、たとえば
• ブラウザー？Google？

• 論文単位、段落単位（事典項目単位）のナビゲーション

– 図書館間協力の新しい姿
• 文献複写サービスは不要になる

– 大学生産資料の保存と発信のための電子化
• 過去のものの電子化

• 他館資料の利用促進

• 恒久保存への共同的取り組み



電子 vs 紙の不毛な論争

• もちろん、「紙」はなくならない

• しかし、紙の優位性の議論は本当だろうか？
– 紙の方が保存性に優れている？

• 現在は、購入者（図書館）が勝手にとっておいているだけ

• 酸性紙、災害があればどうせだめ

– 電子の方が脆弱である？
• ちゃんとしたバックアップを作ることは可能。

複製をつくることは紙よりも楽

• 作る側が責任をもって保存

– パラっとめくれるｖｓでも、検索はできない

– 利用なき保存なし



課題： 情報の公開、独占の禁止、情報の永久保存

１．学術誌の寡占による高い購読料・利用料金状態をどのよ
うに解決するか

２．どうしたら本来公開されている情報をオンライン情報とし
て、より広く誰もが利用できる情報にしてゆけるか

３．現在の電子化された情報の内、どれが永久保存すべき
ものであるかの判断は誰がするか

４．現在の電子化された情報は、素子技術・システム技術の
発展によって読み取り不可能になり棄てられていくので
はないか
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京都大学の図書館をめぐる課題と
将来構想策定の必要性

○研究・教育拠点の学術情報基盤ライフライン

○京都大学における図書館機能を、組織、財政、人事、施設・
設備整備のあらゆる側面において系統的かつ戦略的に高め
ていく必要

●この将来構想案をさらに図書館協議会（教員）で審議、図書
館業務改善検討委員会（図書系職員）で検討

図書館機構の将来構想

図書館機構の基本理念と目標・ミッションに基づく
次期中期計画を見越した将来構想策定のたたき台
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将来構想の目指すものとは・・・

学術情報基盤の強化

世界に卓越した大学へ飛躍する
京都大学の教育・研究を支える

図書館機能の充実
＝
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★ 将来構想案による

京都大学図書館機構の将来像

１．全学図書館ネットワークの整備を図る

２．図書系職員を図書館機構の下に再組織化し、
連携体制を強化する

３．図書財源を安定的に確保し、系統的なコレク
ションを構築する

４．図書館施設を量的・質的に整備する

平成22年度からの次期中期目標・中期計画



今後10年間の事業目標

1. 学術情報資源の整備：予算確保と蔵書構築

2. 図書館サービスの充実：全学図書館ネットワークの整備

3. 京都大学の知的成果の発信：学術情報リポジトリの運用

4. 知的資産の保存・管理：電子図書館の運用と保存図書館の整備

5. 利用者の支援：そのためのシステムの構築とリテラシー教育

6. 人的資源の整備：組織と図書系職員の養成

7. 組織の再構築：図書館機構のガバナンス強化

8. 対外活動の推進：社会貢献と他機関との交流
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